
空

海

と

澄

観

―
真
言
と
華
厳
と
の
関
係
―

加

藤

精

一

一

問

題

の
所
在

弘
法
大
師
空
海

(七
七
四
―
八
三
五
)
が
わ
が
国
の
平
安
初
期
に
、
中

国
か
ら

密
教
を
導
入
し
、
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
真
言
密
教
を
開
宗
し

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
体
系
を
構
築
す
る
に
つ
い
て
、
華
厳
の
教

学
を
高

く
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
空
海
の
思
想

の
骨
格

で
あ
る
十
住
心
思
想
で
は
、
華
厳
宗
の
め
ざ
す
境
地
を
第
九
住

心
に
置

い
て
、
第
十
の
真
言
密
教
に
準
ず
る
も
の
と
認
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

さ
ら

に
空
海

の

『
十
住
心
論
』
や

『秘
蔵
宝
鑰
』
を
見
る
と
、
第
八

の
天
台
と
第
九
の
華
厳
と
の
段
階
づ
け
は
、
賢
首
大
師
法
蔵
の
教
判
を

生
か
し
て
い
る
し
、
真
言
密
教
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
凡
聖
不
二

・
即
身

成
仏
思
想
の
証
明
に
華
厳

の
重
々
無
尽
縁
起
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
な

ど
空
海
と
華
厳
と
の
関
係
は
深
い
の
で
あ
る
。

で
は
法
蔵

(六
四
三
―
七

一
二
)
の
後
継
者
と
し
て
中
国
に
お
け
る
華

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第

一
号

平
成
七
年
十
二
月

厳
の
代
表
で
あ

っ
た
澄
観
は
、
空
海
と
い
か

な

る
関
係

に
あ

っ
た
の

か
。
空
海
が
三
十

一
歳
で
入
唐

し
た
八
〇

四
年
、
翌
八
〇
五
年
頃
に

は
、
必
ず
や
長
安
で
出
遇

っ
て
い
る
筈
で
あ
り
、
そ
の
際
に
空
海
は
澄

観
に
い
か
な
る
教
え
を
受
け
、
い
か
な
る
交
流
が
あ

っ
た
の
か
。
こ
の

レ
ポ
ー
ト
の
前
半
で
澄
観

の
著
作

し
た

『華
厳
経
疏
』
三
十
巻

(大
正

蔵
で
は
六
十
巻
あ
る
)
を
中
心
に
澄
観
の
華

厳

教

学
を

考
え
、
後
半
で

は
、
華
厳
宗
学
全
般
に
わ
た
っ
て
空
海
と
華
厳
と
の
か
か
わ
り
を
ま
と

め
て
み
た
い
。

二

『
華
厳

経
疏

』

と
密
教

空
海
が
入
唐
し
た
八
〇
四
年
頃
の
長
安
で
華
厳

の
代
表
で
あ

っ
た
の

が
澄
観
で
あ
る
。
二
人
が
出
会

っ
た
こ
と
は
空
海

の
記
録
に
は
無
い
け

れ
ど
も
、
空
海
は
澄
観
か
ら
種
々
の
教
え
を
受
け
た
筈
で
あ
り
、
帰
国

に
際
し
て
は
、
澄
観
の
著
作

『華
厳
経
疏
』
も
請
来
し
て
い
る
。
い
ま

こ
の
疏
を
通
覧
し
て
、
特
に
密
教
と
の
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
部
分
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)

を
箇
条
書
き
に
し
て
み
よ
う
。

イ
、
『華
厳
経
疏
』
巻
五
十
九
に
は
、
『大
日
経
』
と

『
金
剛
頂
経
』

が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に

「阿
目
怯
三
蔵
」
(不
空
)
の
名
前
も
登
場

す
る
。
『大
日
経
』
の
四
十
二
字
門
を
引
用
し
、
そ
れ
を
説
明
し
て
(
1
)

「経

に
曰
く
、
こ
の
陀
羅
尼
を
受
持
せ
ば
即
ち

一
切
法
平
等
に
入
り
、
速
に

摩
訶
般
若
を
成
就
す
」
と
い
い
、
次
に

「
し
か
ら
ば
初
め
の
五
字
は
も

し
阿
目
怯
三
蔵
に
準
ぜ
ば
即
ち
こ
れ
文
殊
の
真
言
な
り
―
略
―

い
ま
か

の
経

(大
日
経
)
に
依
り
て
こ
れ
を
釈
せ
ば

一
の
阿
は

こ
れ
無
生
の
義

…
…
毘
盧
遮
那
経
は
多

(字
)
を
釈
し
て
如
如
解
脱
と

い
う
。
金
剛
頂

経
は
如
如
不
可
得
と
い
う
が
故

に
。
如
と
い
う
は
即
ち
無
辺
の
差
別
の

故
に
…
…
」
と
い
う
。

思
う

に
、
不
空
は
七
〇
五
―

七
七
四
年
、
世
寿
七
十
で
あ
る
か
ら
、

澄
観
は
不
空
が
三
十
四
歳

の
年
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
澄

観
が
長
安
に
上

っ
た
の
は
七
九
六
年
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
時
に
は

す
で
に
不
空
は
没
し
て
い
る
。
従

っ
て
長
安
で
こ
の
二
人
が
出
会

っ
て

い
る
こ
と
は
無
い
。
し
か
し
、
澄
観
は
、
恵
果
と
か
般
若
三
蔵
と
は
親

し
い
間
柄
で
あ
る
か
ら
、
澄
観
が
不
空
の
密
教
学
、
な
か
ん
ず
く
不
空

訳

の
密
教
経
典
を
十
分
に
読
ん
で
い
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら

澄
観

の
著
作

の
中
に

『
大
日
経
』
、
『金
剛
頂
経
』
あ
る
い
は
不
空
の
名

が
出
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
さ
ら
に
加
え

て
、
彼
は
、
『大
日

経
疏
』

に
も
目
を
通
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
項

に
関
係
が
あ
る
。

ロ
、
『
華
厳
経
疏
』

に
は

『
大
日
経
疏
』
の
用
語
が
し
ば
し
ば

見
う

け
ら
れ
る
。
例
え
ば

「即
事
而
真
」
(大
正
蔵
35
、
五
一
〇
下
、
五
一
三
上
、

五
一
三
中
、
七

一
五
上
)
如
来
神
力

(五
九
〇
中
)
「速
疾
神
通
行
」
(八
三

八
上
)
「
加
持
」
あ
る
い
は

「神
力
加
持
」
(五
九
〇
中
、
五
七
〇
上
)
「
幻

師
」
(五
一
七
中
、
六
〇
八
上
)

こ
れ
ら
は
勿
論
大
乗
諸
経
論
に
も
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
特
に

『
大
日
経
疏
』

に
は
著
し
い
。
こ
れ
ら
の
用
語

に
よ
っ
て

『大
日
経
疏
』

で
は
、
密
教
と
大
乗
と
を
結
び
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
用
語
が
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

っ
て

い
る
と

思

わ
れ

る
。ハ
、
『
華
厳
経
疏
』

に
は

『
大
智
度
論
』

の
引
用
が
多
い
こ
と
が

特

に
目
立
つ
。
例

え
ば
大
正
蔵
35
、

六
七
六
下
、

六
七
七
上
、
七

一
四

下
、
七

一
六
上
、
八
二
六
下
、
八
八

一
下
な
ど
で
あ
る
。
ま
た

『金
光

明
経
』
(八

一
八
下
、
八
二
六
下
)
『成
唯
識
論
』、
『
仏
地
経
論
』
等
の
各

種
の
大
乗
経
論
の
引
用
が
多
い
し
、

用
語
と
し

て
も
受
用
身
、

変
化

身
、
自
受
用
、
他
受
用
、
自
受
用
土
、
他
受
用
土
な
ど
が
し
ぼ
し
ば
用

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
論
及
び
用
語

は
、
『大
乗
法
苑
義
林
章
』

(窺
基
撰
)
な
ど
を
通
し
て
中
唐
の
仏
教
学
、
密
教
学
、
宗
論
、
教
判
論

の
重
要
な
決
め
手
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
『華
厳
経
疏
』

に
は
こ
の
ほ
か
に
、
法
身
を
理
と
智
に
分

け

る

い
わ
ゆ
る

「
理
法
身
と
智
法
身
」
の
用
語
が
見
え
た
り
、
(五
七
二
下
な

ど
)
「
凡
聖
平
等
」
(五
五
一
上
、
六
八
七
下
な
ど
)
と
か

「衆
生
即
法
身
」
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(六
〇
六
上
)
な
ど
の
表
現
が
処

々
に
見
ら
れ
、
時
に
は

「阿
闕
は
中
に

あ
り
、
阿
闕
は
も
と
東
方

に
あ

り
…
…
」
(九
六
二
中
)
な
ど

の
よ
う

に
、
曼

荼
羅
を
意
識
し
た
説
明
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
極
め
て
密
教
色
が

加
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
澄
観
以
前
の
法
蔵
の
著
作
に
は

見
ら
れ
な
い
も

の
で
、
澄
観
の
華
厳
教
学
の
特
色
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ

か
ら
考
え
る
と
、
澄
観
は
、
中
唐
に
お
げ
る
密
教
の
展
開

に
影

響
さ
れ

て
、
法
蔵
の
教
学

の
中

に
新
た
に
密
教
的
説
明
を
加
え
た
り
」

密
教
の
理
論
を
と
り
入
れ
た
り
、
時

に
は
密
教
と
華
厳
と
の
整
合
性
を

も
計

っ
て
い
く
必
要
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
の
か
、
と
考
え
ら
れ
、
そ

れ
ら
の
澄
観
の
考
え
方
や
努
力

の
方
向
を
、
丁
度
長
安
に
留
学
滞
在
中

の
空
海

は
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
興
味
を
い
だ
き
、
帰
国

の
際
に
は
澄

観
の
著
作
も
請
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

ホ
、
法
蔵
の

『
華
厳
五
教
章
』
で
は
、
そ
の
代
表
的
な
教
判
と
し
て

の
十
宗
判
で
、
第
七
に
「
一
切
皆
空
宗
」
を
挙
げ
る
だ
け
で
法
相
宗
は

加
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
澄
観

の

『華
厳
経
疏
』
で
は
、
法
蔵

の

十
宗
判

の
第
七
か
ら
第
十
ま
で
を
組
み
変
え
て
、
第
七
に

「三
性
空
有

宗
」
(法
相
宗
)
、
第
八
に

「真
空
絶
相
宗
」
(三
論
宗
)
と

い
う
順
序
に

し
て
い
る
。
(五
二

一
中
―
下
)
そ
し
て
こ
の
記

述

は
、
空
海
が
十
住
心

の
建
立

に
際
し
て
第
六
に
法
相
宗
、
第
七
に
三
論
宗
を
配
当
し
た
ヒ
ソ

ト
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
空
海

の
十
住
心
の

順
序
は
、
『大
日
経
』
及
び

『
大
日
経
疏
』
を
参
考
に
し

な
が

ら
建
立

し
た
の
で
あ
る
が
、
『経
』

に
も

『
疏
』
に
も

法
相
と
三
論
と
を
段
階

空
海
と
澄
観

(加

藤
)

を
つ
げ
て
明
示
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
疏
』
に
、
「大
乗
(
2
)

の
行
あ

り
、
無
縁
乗
の
心
を
発
し
て
法
に
我
性
な
し
。
…
…
彼
か
く
の
如
く
無

我
を
捨
て
て
自
主
自
在
に
し
て
自

心

の
本
不
生
を
覚
る
。」
と
い
う
よ

う
に
必
ず
し
も
唯
識
説
と
空
観
と
を
区
別
し
て
説
く
わ
け
で
な
く
て
、

大
乗
の
行
あ
り
、
と
し
て
大
乗
行
及
び
そ
の
成
果
を

一
括
し
て
述
べ
て

い
る
と
見
る
の
が
す
な
お
で
あ
る
。
し
か
し
空
海
は
、
こ
こ
に
法
相
と

三
論
の
教
義
が
段
階
づ
け
て
述
べ
て
あ
る
、
と
見
抜
い
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
空
海

の
眼
刀
で
あ
り
創
造
力
の
た
ま
も
の
な
の
で
あ
る
。
特
に

法
相
と
三
論
で
は
歴
史
的
に
見
て
も
逆
で
あ

る
。
こ
こ
で
空
海
が
澄
観

の

『華
厳
経
疏
』
の
彼
独
自
の
十
宗
判
を

一
つ
の
ヒ
ソ
ト
に
し
た
の
で

は
な
い
か
と
す
る
推
論
が
可
能
に
な
る
。
(
3
)

三

空

海

と
澄

観

伝
え
に
よ
れ
ば
澄
観
は
七
七
六
年
に
五
台
山
に
登
り
大
華
厳
寺
に
住

し
て
学
徒
の
た
め
に
華
厳
を
講
じ
、
著
作

に
は
げ
み
、
師
で
あ
る
法
蔵

の
真
意
を
後
世
に
伝
え
、
正
統
の
華
厳
宗
を
復
興
し
た
人
物
で
あ
る
。

七
九
六
年
に
長
安
に
出
て
、
般
若
三
蔵
の
四
十
華
厳

の
伝
訳

に
参

与

し
、
後
に
そ
の
疏
を
著
作
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
の
空
海
は

「本
国
の

使
い
に
与
え
て
共
に
本
国
に
帰
え
ら
ん
こ
と

を
請
う
啓
」
に
、
「草
履
(
4
)

を
著
け
て
城
中
を
歴
ぐ
る
に
幸
い
に
中
天
竺
国
の
般
若
三
蔵
及
び
、
内

供
奉
恵
果
和
尚
に
遇
い
た
て
ま
つ
る
。
膝
歩

し
接
足
し
て
、
か
の
甘
露

を
仰
ぐ
…
…
」
と
い
い
、
ま
た

「秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝
」
の
中
で
、
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第
四
祖
竜
智
阿
闍
梨
に
つ
い
て
述
べ
る
と

こ
ろ

で
、
「長
安
(
5
)

の
醴
泉
寺

に
お
い
て
般
若
三
蔵
及
び
牟
尼
室
利
三
蔵
、
南
天
竺
の
婆
羅
門
等
の
説

を
聞
く

に
…
…
」
と
あ
り
、
「請
来
目
録
」
に
よ
れ
ば

般
若
三
蔵
か
ら

特
に
新
訳
四
十
巻
の

『華
厳
経
』
等
を
授
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
加
え
て
華
厳
関
係
の
秘
密
儀
軌
と
し
て
は
、
(
6
)

『華
厳
経
心
陀
羅
尼
』

一
巻

(実
叉
難
陀
訳
)

『梵
字
普
賢
行
願
讃
』

一
巻

(訳
者
不
詳
)

『
華
厳
経
入
法
界
品
頓
證
砒
盧
遮
那
字
輪
瑜
伽
儀
軌
』

一
巻
(不
空
訳
)

『
華
厳
入
法
界
四
十
二
字
観
門
』

一
巻

(不
空
訳
)

『普
賢
行
願
讃
』

一
巻

(不
空
訳
)

な
ど
を
請
来
し
、
こ
の
他
に
前
述
し
た
澄
観
の

『華
厳
経
疏
』
も
請
来

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
華
厳
に
関
係
の
深
い
秘
密
儀
軌
を
空
海
が
請
来
し

て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
澄
観
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
れ
ら
を
読
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
、
華
厳
と
の
交
流
が
す
で
に
行
な
わ
れ

て
い
る

こ
と
も
熟
知
し
て
い
る
筈

で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
澄
観

の
華
厳
経
の
理
解
に
お
い
て
密
教
の
影
響
が
入
っ
て
く
る
の

は
当
然

で
あ
り
、
前
述
し
た

『華
厳
経
疏
』

の
処
々
に
密
教
的
記
述
が

見
ら
れ
る
こ
と
も
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
澄
観
の

特
色
は
、
そ
れ
以
前
の
華
厳

の
列
祖
に
は
決
し
て
見
ら
れ
な
い
も

の
で

あ
る
こ
と
も
重
要
な
の
で
あ
る
。

四

空

海
と
華

厳
教

学

こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
澄
観
を
離
れ
て
、
空
海
が
華
厳
教
学
の
い
か
な
る

部
分
を
参
考
に
し
た
り
生
か
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

イ
、
即
身
成
仏
思
想
に
関
し
て

空
海
の
著
作
で
あ
る

『即
身
成
仏
義
』
は
、
真
言
密
教
の
仏
陀
観
と

人
間
観
の
根
底
に
、
凡
即
是
仏
、
凡
聖
不
二

の
見
方
の
あ
る
こ
と
を
示

し
、
そ
れ
と
同
時
に
法
身
毘
盧
遮
那
は
高

い
人
格
を
持
ち
、
色
身
あ
り

説
法
あ
る
実
在
の
仏
陀
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は

別
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
凡
即
是
仏
と
い
う
、

凡
夫
と
大
日
と
い
う
本
来

な
ら
遠
く
か
け
離
れ
た
二
つ
の
存
在
が
、
実

は
不
二
で
あ
り
即
で
結
ば

れ
る
と
い
う
論
証

の
際
に
空
海

は
、
「瑜
伽
」
と
か

「加
持
力
」
と
か

い
う
密
教
独
自
の
用
語
を
用
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
に
、
華
厳

の

重

々
無
尽
の
法
界
縁
起
の
論
法
を
も
活
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

例
を

一
二
示
し
て
み
よ
う
。

先
ず

『
即
身
成
仏
義
』
の
重
要
な
結
句
に
当
る
部

分

に
、
「重
(
7
)

々
帝

網
な
る
を
即
身
と
名
く
」
と
あ
る
が
こ
れ
は
華
厳
の
十

玄
門

の
中

の

「因
陀
羅
珠
網
境
界
門
」
か
ら
出
た
句

で
あ

る
。

つ
ま
り
重

々
無
尽
に

縁
起
す
る
と
見
る
華
厳

の
立
場
か
ら
す
れ
ば

一
即

一
切
、

一
切
即

一
で

あ
り
、
こ
の
見
方
を
即
身
成
仏
に
応
用
し
て
、
凡
即
是
仏
と
い
う
真
言

密
教
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に

『
即
身
成
仏
義
』
で
は
、
我
身
、
仏
身
、
衆
生
身

の
三
身
は
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平
等
で
あ
る
と
し
て
、
「
か
(
8
)

の
身
即
ち
こ
れ
此

の
身
、
此
の
身
即
ち
こ

れ
か
の
身
、
仏
身
即
ち
こ
れ
衆
生
の
身
、
衆
生
の
身
即
ち
こ
れ
仏
身
な

り
」
と

い
い
、
こ
れ
を

『
大
日
経
』
の
三
等
無
尋

の
真
言
で
ま
と
め
て

い

る

の
だ
が

、

こ

の
考

え
方

は
、
『
華

厳

経
』

(
六
十
華
厳
)

に
も

「
心
(
9
)

の

如
く
仏
も
ま
た
爾
な
り
。
仏
の
如
く
衆
生
も
ま
た
爾
な
り
。
心
仏
及
び

衆
生
、

こ
の
三
は
差
別
な
し
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
真
言
密
教
で
説

く
平
等

の
思
想
は
、
密
教
経
典
に
あ
る
と
同
様
、
華
厳
経
に
於
て
も
重

要
な
思
想
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
華
厳
宗
の
教
学
で
は
こ
の
思
想
を
密

教

の
よ
う
に
全
面
的
に
押
し
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
具
体
的

な
修
行
方
法
に
も
説
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ロ
、
十
住
心
思
想
に
つ
い
て

十
住

心
の
順
序
に
つ
い
て
第
六
の
法
相
宗
と
第
七
の
三
論
宗
の
段
階

づ
け
に
関
し
て
は
す
で
に
澄
観
の
と
こ
ろ
で
述
べ
て
あ
る
が
、
こ
の
他

に
も
い
く
つ
か
重
要
な
点
が
あ
る
。
十
住
心
に
つ
い
て
は

『
秘
密
曼
荼

羅
十
住
心
論
』

の
序
文
で
、
空
海
自
身
が

「
こ
れ
は
大
日
経
の
住
心
品

に
依

っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
直
接
的

に
は

『大
日
経
』

及
び

『
大
日
経
疏
』
の
所
説
を
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
し
て
構
築
し
た
も
の

に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
空
海
の
独
創
性
と
深
い
思
想
性
が

加
わ

っ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
間
接
的
に
は
、
中
唐
に
お
い
て

発
達
し
た
多
く
の
仏
教
教
理
を
も
十
分
に
参
照
し
活
用
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
の
中
で
、
い
ま
特
に
澄
観
以
前
の
華
厳
教
学
と
の
関
係
を
考

え
れ
ぼ

、
十
住
心
の
十
と
い
う
数
が
、
華
厳
の
十
玄
門
と
か
十
宗
判
の

空
海
と
澄
観

(加

藤
)

影
響
と
考
え
ら
れ
る
し
、
十
住
心
全
般
の
ヒ
ン
ト
が
法
蔵
の

『華
厳
五

教
章
』
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩

の
十
地
の
階
位
を

説
く
部
分
に
、
世
親
の

『
十
地
論
』
等
を
参
照
し
な
が
ら
、
「
み
(
1
0
)

な
初
、

二
、
三
地
を
も

っ
て
世
間
に
寄
在
す
。
四
地

よ
り
七
地
に
至
る
ま
で
を

出
世
間
に
寄
せ
、
八
地
已
上
を
出
出
世
間
に
寄
す
。
出
世
間
中
に
お
い

て
四
地
、
五
地
を
声
聞
法
に
寄
せ
、
六
地
を
縁
覚
法
に
寄
り
。
七
地
は

菩
薩
法
に
寄
す
。
八
地
已
上
は

一
乗
法
に
寄

す
」
と
あ

る
。
こ

の
中

で
、

一
、
二
、
三
を
世
間
に
当
て
、
七
を
三
乗

に
当
て
、
八
、
九
、
十

を

一
乗
教
に
当
て
る
な
ど
は
、
空
海
の
十
住

心
と
共
通
す
る
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
空
海
の
ヒ
ソ
ト
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
ら
に
、
十
住
心
で
は
第
八
を
天
台
法
華
宗
、
第
九
を
華
厳
宗
に
配

置
し
、
第
十
の
真
言
密
教
が
他
の

一
切
を
包
含
す
る
と
い
う
の
だ
が
、

こ
の
場
合

の
天
台
、
華
厳
、
真
言
の
三
つ
は
、
い
ず
れ
も

一
仏
乗
の
教

え
で
あ
り
、
特
に
第
八
天
台
と
第
九
華
厳
と
を
区
別
す
る
の
が
難
題
で

あ

っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
こ
で
空
海
が
活
用
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
華

厳
の
同
別
二
教
の
教
判
で
あ
る
。
同
別
二
教
と
は
、
智
嚴
の

『
華
厳
経

孔
目
章
』
に
説
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
趣
旨

は
、
(
1
1
)

如
来

の
教
説
を
先
ず

三
乗
と

一
乗

に
判
別
し
、
さ
ら
に
一
乗
を
同
教
と
別
教
に
分
け
、
法
華

の
会
三
帰

一
の
説
を
同
教

一
乗
と
し
、
華
厳

の
重

々
無
尽

の
説
を
別
教

一
乗
と
す
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
法
蔵
は
こ
れ
を
承
け
て
さ
ら
に

一
段

の
詳
説
を
し
て
曰
く
、
「
こ
の
(
1
2
)

一
乗
教
義

の
分
斉

を

開

い
て
二
門
と
な

す
。

一
に
別
教
、
二
に
同
教
な
り
。
初

の
中
に
二
あ
り
、

一
に
性
海
果

103



空
海
と
澄
観

(加

藤
)

分
こ
れ
不
可
説
の
義
な
り
。
…
中
略
…
則
ち
十
仏

の
自
境
界
な
り
。
…

中
略
…
二
に
縁
起
因
分
、
則
ち
普
賢

の
境
界
な
り
」
(『
五
教
章
』)

こ
こ
で
法
蔵
は
、

一
乗
教
義
を
三
分
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
教

一

乗
と
、
別
教
の
中
の
縁
起
因
分

(普
賢
の
境
界
で
因
分
可
説
)
と
性
海

果

分

(十
仏
の
自
境
界
で
果
分
不
可
説
)
の
三

で
あ
る
。

一
乗
教
を
三
分
す

る
こ
の
方
法
を
活
か
し
て
空
海
は
、
同
教

一
乗
を
第
八
の
天
台
に
、
別

教

一
乗

の
中
の
縁
起
因
分
を
華
厳
に
、
そ
し
て
華
厳
教
学
で
は
不
可
説

だ
と
し

て
い
る
性
海
果
分
を
、
真
言
密
教
の
領
域
に
配
当
し
て
い
る
。

以
上
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
空
海

の
十
住
心
の
骨
子
は

『大
日
経
』
と

『
大
日
経
疏
』
を
所
依
と
し
て
い
る
も

の

の
、
そ
れ
に
加
え
て
智
儼
、

法
蔵
、
澄
観
の
華
厳
教
学
を
大
い
に
参
考
に
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

ハ
、
六
大
体
大
説
に
つ
い
て

こ
れ

は
法
界
と
い
う
も
の
を
ど
う
と
ら
え
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
空

海
が
体
相
用

の
三
大
か
ら
即
身
成
仏
思
想
を
論
証
す

る

の
は
、
『起
信

論
』
の
三
大
か
ら
の
ヒ
ン
ト
で
あ
ろ
う
し
、
法
界
体
性
な
ど
と
い
う
用

語
は

『
仏
地
経
』
を
経
て
不
空
の
手
に
よ

っ
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
こ
れ
ら
イ
ソ
ド
思
想
か
ら
の
影
響
の
ほ
か
に
、
中
国
で
展
開
さ
れ

た
華
厳

の
法
界
縁
起
の
思
想
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
と
思
う
。

華
厳
教
学
で
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
重
々
無
尽
縁
起
で
あ
り
、

円
融
無
礙
、

一
多
相
即
相
入
し
、

一
即

一
切
、

一
切
即

一
な
る
こ
と
因

陀
羅
網

の
重
々
無
際
な
る
が
如
し
と
説
き
、
こ
う
し
た
法
界
の
姿
を
明

ら
か
に
観
察
し
体
解
す
る
こ
と
が
中
心
的
課
題
な
の
で
あ
る
。

一
方
、

空
海
は
、
こ
う
し
た
華
厳
の
究
極
と
し
て
の
法
界
を
、
法
界
体
性
と
展

開
し
、
六
大
を
も
っ
て
法
界
の
体
性
と
し
、

こ
れ
即
ち
法
身
大
日
の
三

摩
耶
身
で
あ
る
、
と
断
定
し
て
い
る
。
『
即
身
成
仏
義
』

の
中
で
、
「故
(
1
3
)

に
仏
、
六
大
を
説
い
て
法
界
体
性
と
な
し
た
も
う
。
(中
略
)
密
教
に
は

す
な
わ
ち
こ
れ
を
説
い
て
如
来
の
三
摩
耶
身
と
な
る
。
(中
略
)
か
く
の

如
き
の
六
大
法
界
体
性
所
成
の
身
は
、
無
障
無
礙
に
し
て
互
相
に
渉
入

相
応
し
、
常
住
不
変
に
し
て
同
じ
く
実
際
に
住
せ
り
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
空
海
の
思
想
の
基
礎
に
は
法
界
の
思

想
が
あ

る

の
だ

が
、
そ
れ
は
イ
ソ
ド
の
仏
教
思
想
の
中
で
生
き
つ
づ
け
、
不
空
に
よ
っ

て
密
教
に
導
入
さ
れ
た
も
の
を
空
海
が
活
用

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
イ
ソ
ド
思
想
の
ほ
か
に
中
国
で
発
達
し
た
華
厳
の
法
界
観
の
系
譜

を
も
承
け
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

二
、
自
心
仏
の
思
想
に
つ
い
て

空
海

の
仏
身
観
の
根
底

に
は
、
自
心
仏

の
思
想
が
強
く
存
在
し
て
い

る
こ
と
は
す
で
に
学
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
(
1
4
)

こ
れ
は
仏
の
内

在
性
の
問
題
で
あ
り
、
中
期
大
乗
経
典
か
ら
発
達
し
た
如
来
蔵
思
想
や

心
性
本
浄
説
、
本
覚
思
想
な
ど
の
影
響
を
密
教
が
承
け
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
空
海
は
こ
の
自
心
仏

の
思
想
が
す
で
に
華
厳

の
中
に
深
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い

て
お

り
、
『十
住
心
論
』

と

『
秘
蔵
宝
鑰
』
で
華
厳
思
想
を
述
べ
て
同
文
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

(
15

)

「近
う
し
て
見
難
き
は
わ
が
心
な
り
、
細
に
し
て
空
に
遍
ず
る
は

わ
が
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仏
な
り
。
わ
が
仏
、
思
議
し
難
く
、
心
広
に
し
て
ま
た
大
な
り
。
(中
略
)

奇
哉
の
奇
、
絶
中
の
絶
な
る
は
そ
れ
た
だ
自
心
の
仏
か
」
と
。
こ
れ
は

空
海
が

華
厳
教
学

の
中
に
自
心
仏

の
思
想
を
見
出
し
て
い
る
証
拠
で
あ

る
。
こ
こ
に
空
海
が
真
言
密
教
と
同
様
な
思
想
を
見
出
し
て
華
厳
を
高

く
評
価

し
て
い
る
理
由
が
あ
る
と
思
う
。
念
の
た
め
に
述

べ
て
お

く

が
、
空
海
は
天
台
の
教
学
も

「如
実
知
自
心
」
と
表
現
し
、
こ
こ
に
も

自
心
仏

の
考
え
方
を
認
め
て
い
る
が
、
天
台
教
学
と
の
関
係
は
稿
を
改

め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

五

む

す

び

以
上
、
中
唐

に
お
け
る
澄
観

の
著
作

『華
厳
経
疏
』
を
通
覧
し
て
そ

こ
に
華
厳
と
真
言
と
の
関
係
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次

に
澄
観
及
び
そ
れ
以
前
の
智
儼
、
法
蔵
の
教
学
と
空
海
と
の
深
い
関
係

を
論
じ

て
き
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

空
海

に
よ
る
真
言
密
教
の
思
想
形
成
に
は
、
イ
ソ
ド
の
大
乗
仏
教
思

想
か
ら
善
無
畏

・
不
空
と
い
う
イ
ソ
ド
密
教
の
系
譜
を
中
心
と
し
て
い

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
、
彼

の
思
想
の
中
核
と
な

っ
て

い
る
即
身
成
仏
思
想
、
十
住
心
思
想
、
六
大
縁
起
論
、
自
心
仏
の
思
想

が
、
華
厳
教
学

の
影
響
を
受
け
た
り
応
用
し
た
り
活
用
し
た
り
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
中
国
的
思
索
と
イ
ン
ド
的
思
索

の
両
方
が

融
合
さ
れ
な
が
ら
新
し
い
密
教
体
系
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

の
で
あ

る
。
空
海
が
入
唐
以
前
に
す
で
に
華
厳
を
学
ん
で
い
た
こ
と
は

空
海
と
澄
観

(加

藤
)

当
然
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
入
唐
中
に
出
遇

っ
た
で
あ
ろ
う
澄
観
か

ら
、
面
授
し
て
得
た
華
厳

の
教
学

の
お
か
げ

で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
澄

観
の
華
厳
理
解
の

一
端
に
す
で
に
密
教
と
の
融
合

の
方
向
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
空
海
に
と

っ
て
重
大
な
事
柄

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
智
儼
や
法
蔵
の
著
作
を
読

む

だ
け

で
な
く

て
、
そ
の
後
継
者
と
し
て
の
澄
観
と
出
遇
え

た
意
味
は
、
空
海
に
と

っ

て
も
、
そ
の
後
の
真
言
密
教
に
と

っ
て
も
ま

こ
と
に
大
き

い
の
で
あ

る
。1

大
正
35
、
九
五
三
上

2

大
正
39
、
六
〇
二
上
、
六
〇
三
上

3

拙
著

『密
教
の
仏
身
観
』
三
六
八
以
下

4

弘
法
大
師
全
集
①
四
六

一

5

全
前
①
九

6

全
前
①
六
九

7

全
前
①
五
〇
七

8

全
前
①
五

一
六

9

大
正
9
、
四
六
五
下

10

大
正
45
、
四
七
七
下

11

大
正
45
、
五
八
五
下
以
下

12

大
正
45
、
四
七
七
上

13

弘
法
大
師
全
集
①
五
一
一

14

勝
又
俊
教
博
士

『弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
源
流
』
五
五
以
下

15

弘
法
大
師
全
集
①
三
六
九

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

空
海

(弘
法
大
師
)
、
澄
観
、
『華
厳
経
疏
』

(大
正
大
学
教
授

・
文
博
)
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